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有限振幅ホイッスラー波動非線形発展に伴うプラズマ加熱
Plasma heating by nonlinear development of a finite amplitude whistler wave
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本研究では、有限振幅かつ長波長の右偏波波動の非線形発展について、空間二次元速度 3次元の粒子シミュレーショ
ンを用いて研究を行った。波動が持つ磁場エネルギーは背景磁場の 10%とし、イオン慣性長程度の波長を持った波動に
ついて注目した。シミュレーション結果より、波動が持つ粒子速度の摂動を原因として、Modified Two Stream Instability
が駆動されることを確認した。この不安定性により、背景場に対して準垂直方向に静電場が励起され、イオンが垂直方向
に、電子が平行方向に優位なエネルギー増加が起こった。波動エネルギーは非常に短い時間（イオン旋回時間以内）に約
70%減少した。これは一次元的な parametric instabilityより効率的なエネルギー散逸を意味する。さらに、この非線形発
展を介して、背景場に対して準垂直方向に波動が励起されていることを本シミュレーションによって見いだされた。こ
こでは非線形発展に伴うプラズマ加熱と準垂直伝搬波動について議論を行う。
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